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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 容 量 を 構 成 す る 第 １ 、 お よ び 第 ２ の 電 極 と 、
　 第 ２ の 容 量 を 構 成 す る 第 ３ 、 お よ び 第 ４ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ３ の 電 極 を 設 け た 振 動 子 と 、
　 前 記 第 ２ 、 お よ び 第 ４ の 電 極 を 設 け た 電 極 用 台 座 と 、
　 前 記 振 動 子 を 前 記 電 極 用 台 座 に 固 定 す る 振 動 子 支 持 台 座 と 、
　 前 記 第 １ ～ 第 ４ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 外 部 か ら 電 荷 の 出 し 入 れ を 行 う 電 極 用 端 子
と を 備 え 、
　 前 記 振 動 子 は 、
　 自 由 振 動 を 行 う お も り と 、
　 前 記 お も り を 支 持 す る ２ 枚 の 振 動 板 と よ り 、
　 前 記 振 動 板 は 、 互 い に 平 行 を な す よ う に 、 前 記 お も り の 第 １ の 面 、 お よ び そ れ に 対 向 す
る 第 ２ の 面 を 挟 み 込 ん で 支 持 し 、
　 前 記 振 動 子 は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る こ と に よ っ て 前 記 振 動 子 に 設 け ら れ た 第 １ 、
お よ び 第 ３ の 電 極 と 、 前 記 第 ２ 、 お よ び 第 ４ の 電 極 と の 距 離 が そ れ ぞ れ 変 化 す る こ と で 容
量 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 振 動 子 の 第 １ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 面 に 対 向 す る 前 記 振 動 子 の 第 ２ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 に 対 向 す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ４ の 電 極 は 、 前 記 第 ３ の 電 極 に 対 向 す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ た こ と
を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ３ の 電 極 は 、 前 記 振 動 子 の 第 １ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ 、 な ら び に 第 ４ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ３ の 電 極 と に そ れ ぞ れ 対 向
す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ４ 】

な り



　 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 振 動 子 の 第 １ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 面 に 対 向 す る 前 記 振 動 子 の 第 ２ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 に 対 向 す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ４ の 電 極 は 、 前 記 第 ３ の 電 極 に 対 向 す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ 、
　 前 記 電 極 用 台 座 は 、 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 第 １ 、 お よ び 第
３ の 電 極 と 前 記 第 ２ 、 な ら び に 第 ４ の 電 極 と の 接 触 を 防 止 す る 接 触 防 止 突 起 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ３ の 電 極 は 、 前 記 振 動 子 の 第 １ の 面 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ 、 な ら び に 第 ４ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ３ の 電 極 と に そ れ ぞ れ 対 向
す る よ う に 前 記 電 極 用 台 座 に 設 け ら れ 、
　 前 記 電 極 用 台 座 は 、
　 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ３ の 電 極 と 前 記 第 ２
、 な ら び に 第 ４ の 電 極 と の 接 触 を 防 止 す る 接 触 防 止 突 起 と 、
　 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 振 動 板 の 過 振 動 を 抑 制 す る 振 動 抑 制
用 突 起 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 容 量 を 構 成 す る 第 １ 、 お よ び 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ２ の 電 極 を 設 け た 振 動 子 と 、
　 前 記 振 動 子 を 電 極 用 台 座 に 固 定 す る 振 動 子 支 持 台 座 と 、
　 前 記 第 １ 、 な ら び に 第 ２ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 外 部 か ら 電 荷 の 出 し 入 れ を 行 う 電
極 用 端 子 と を 備 え 、
　 前 記 振 動 子 は 、
　 自 由 振 動 を 行 う お も り と 、
　 前 記 お も り を 支 持 す る ２ 枚 の 振 動 板 と よ り 、
　 前 記 振 動 板 は 、 互 い に 平 行 を な す よ う に 、 前 記 お も り の 第 １ の 面 、 お よ び そ れ に 対 向 す
る 第 ２ の 面 を 挟 み 込 ん で 支 持 し 、
　 前 記 振 動 子 は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る こ と に よ っ て 前 記 振 動 子 に 設 け ら れ た 第 １ 、
お よ び 第 ２ の 電 極 と の 距 離 が そ れ ぞ れ 変 化 す る こ と で 容 量 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ の 容 量 を 構 成 す る 第 １ 、 お よ び 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 、 お よ び 第 ２ の 電 極 を 設 け た 振 動 子 と 、
　 前 記 振 動 子 を 電 極 用 台 座 に 固 定 す る 振 動 子 支 持 台 座 と 、
　 前 記 第 １ 、 な ら び に 第 ２ の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 外 部 か ら 電 荷 の 出 し 入 れ を 行 う 電
極 用 端 子 と を 備 え 、
　 前 記 振 動 子 は 、
　 自 由 振 動 を 行 う ｎ － １ 個 の お も り と 、
　 前 記 ｎ － １ 個 の お も り を 支 持 す る ｎ 枚 の 振 動 板 と よ り 、
　 前 記 ｎ 個 の 振 動 板 は 、 互 い に 平 行 を な す よ う に 、 前 記 ｎ － １ 個 の お も り に お け る 第 １ の
面 、 お よ び そ れ に 対 向 す る 第 ２ の 面 を そ れ ぞ れ 挟 み 込 ん で 支 持 し 、
　 前 記 振 動 子 は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る こ と に よ っ て 前 記 振 動 子 に 設 け ら れ た 第 １ 、
お よ び 第 ２ の 電 極 と の 距 離 が そ れ ぞ れ 変 化 す る こ と で 容 量 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 電 極 用 台 座 は 、 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前
記 第 ２ の 電 極 と の 接 触 を 防 止 す る 接 触 防 止 突 起 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動
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子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 電 極 用 台 座 は 、
　 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 接
触 を 防 止 す る 接 触 防 止 突 起 と 、
　 前 記 振 動 子 が 振 動 エ ネ ル ギ ー で 動 作 す る 際 に 、 前 記 振 動 板 の 過 振 動 を 抑 制 す る 振 動 抑 制
用 突 起 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 振 動 発 電 用 振 動 子 に お い て 、
　 前 記 振 動 板 は 、
　 前 記 お も り の 第 １ の 面 を 支 持 す る ２ 枚 以 上 か ら な る 第 １ の 振 動 板 と 、
　 前 記 お も り の 第 ２ の 面 を 支 持 す る ２ 枚 以 上 か ら な る 第 ２ の 振 動 板 と か ら 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 用 振 動 子 。
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